つくば市Ｐ連および東ブロックＰ連報告の要約
1） 茨城県Ｐ連有志によるメディア教育インストラクターの養成が実施されている。単Ｐから申し込むことで実施できることを確認した（約1万円）。

2） つくば市では順次ＡＥＤの導入が始まっている。小中学校は緊急避難場所になっている、体育館の貸出をおこなっていることも考慮し設置が必要と考える。状況によってはつくば市Ｐ連から要望書を出すよう申し出た。
3） 女性ネットワークからの撤退の可能性を申し出たところ、茨城県Ｐ連が実施しているものであり、継続を依頼された。

4） つくば市Ｐ連から教育委員会に要望書を提出したところ、市原市長名で返答があった。

Ａ）不審者対策、安全対策
防犯カメラについては、フェンスや門扉の整備とともに計画的な設置を検討していきたい。施錠可能な門扉は年次計画に基づいて設置している。警備員の配置は考えていない。通学路の安全対策のため通学路安全点検検討委員会を組織して改善要望のあった危険個所を抽出し改善している。信号機については警察署が対応、通学路の樹木の刈り込み等は道路課および土木事務所が対応している。

Ｂ）修繕費関係予算の確保

学校管理関係の半分以上を占めているのが光熱水費。予算の有効活用に努めるため水道メーターの確認と電気の節約をお願いしている。緊急性・重要性のあるものは補正予算で対応していく。
Ｃ）図書司書

司書教諭は市内のほとんどの中学校に発令されている（現状は併任らしい）。司書配置のタイムスケジュールはない。
Ｄ）総合運動公園の整備

近隣市町村の施設、学校のグランド、筑波大学のグランドで陸上競技会を実施しているのが現状。農用地問題、オオタカの問題が関連しており計画を立てるまでいたっていない。本件はつくば市スポーツ振興基本計画の中に位置付けられ時間をかけて慎重に検討する課題。

5） ホテル建設に関する署名は21,748名で市長に提出。条例をつくる方向で年度内にパブリックコメントを求める動きとなっている。

6） 書き損じはがきの収集の意味を確認した。県Ｐ連が取り組んでいるものであり、県Ｐ連への寄付金という考え方。それを明記するよう要請した。
7） 吾妻中ブロック（吾妻小・中）は平成21年度東部ブロックの副代表、平成22年度代表および女性ネットワーク担当となる。
